
石
造
物
調
査
報
告
書

第
一一一~色

次



『新
屯i

; 

発

行

あ

た

つ

て

四

候

畷

市

長

オミニ
不本

本

二f)'.:、n、て，
~Mニれ

ご
存
知
の
よ
う
に
私
達
の
四
候
畷
に
は
、
古
代
か
ら
の
人
々
の
生
活
の
跡
が
、
色
々
な
形

で
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
一
つ
/
{
ー
が
当
時
の
生
活
や
文
化
を
私
達
に

伝
え
て
く
れ
る
貴
重
な
遺
産
で
す
。

市
内
の
各
所
で
見
ら
れ
る
道
標
や
石
仏
等
の
石
造
物
も
造
ら
れ
て
以
来
、
人
々
の
生
活
の

中
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
親
し
ま
れ
、
守
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
化
が
急
速
に
進
み
、
生
活
環
境
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、
時
代
の

流
れ
に
と
り
残
さ
れ
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
「
文
化
財
愛
護
基
金
活
用
事
業
」
と
し
て
、
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
こ
の
石
造
物

を
記
録
、
保
存
す
る
た
め
現
況
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
そ
の
う
ち
道
標
一
四
基
、

十
三
仏
七
基
、
碑
五
基
、
石
像
一
基
、
石
塔
一
基
、
常
夜
灯
一
基
に
つ
い
て
報
告
書
(
第
一

次
)
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

計
測
図
、
写
真
に
合
せ
て
、
石
造
物
そ
れ
ん
¥
に
つ
い
て
、
郷
土
史
家
山
口
博
先
生
の
懇

切
な
解
説
を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
こ
の
報
告
書
が
風
化
し
つ
つ

あ
る
貴
重
な
文
化
財
i
石
造
物
i
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
頂
く
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で

す。



日

次

L"<-
7じ

刊

あ
た
っ

て

ー
、
河
内
街
道
の
道
標
(
砂
・
北
端
)
・

2 

砂

妙
法
寺

ク

3 

岡
部
) 1I 
右
j平

の
道
標

4
、
自
然
石
道
標
(
蔀
屋
本
町
)
・

5
、
高
野
街
道
の
道
標
(
岡
山
四
丁
目
)
・

6
、
市
立
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
前
の
道
標
a
a
-
-
:
:
:
:

7 

光
オじ
円

型
地
蔵
道
標

，'~ 
1乏

阪

8
、
清
滝
街
道
の
石
塔
型
道
標
(
下
田
原
)
・

9
、
清
滝
街
道
の
国
境
碑
(
下
田
原
)
・

10 

府
県
4d" 
モ見

界
碑

上
田
原

11 

古
堤
街
道
の
道
士面
下F

上
田
原

ロ
、
川
崎
集
会
所
前
の
道
標
(
南
野
一
丁
目
)
j
i
-
-
:
:

は
、
一
…
佐

]

!

 

塔

大
字
中
野

14 

西
征
招
魂
碑

大
字
中
野

4 6 8 10 12 
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『

目
、
六
字
名
号
碑
(
中
野
本
町
@
正
法
寺
内
)
:
:

時
、
役
行
者
像
(
中
野
本
町
・
正
法
寺
内
)
・

口
、
本
市
最
古
の
墓
石
と
田
原
地
区
墓
塔
:

叩
山
、
宝
箆
印
塔
(
上
田
原
・
正
伝
寺
内
)
:
:
:

問
、
山
〔
吊

夜

，r.T文
λ土止

屋
本
町

20 

市
内
σ) 

仏

あ

が

き

と

32 34 36 38 40 42 52 
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河
内
街
道
の
道
標

(
砂
@
北
端
)

治
北
河
内
一
物
屯

埠
河
内
街
道

三台

河
内
栴
喧

左

河
内
街
道

体
ず

J

迫

大
阪
府

紋
字
道

砂
ム
ラ
は
南
北
二
五

O
H川
・
東
西
二

O
O
れ
の
輪
中
集
落
、
水
路
を
廻
ら
し

て
水
防
協
同
体
を
構
成
す
る
。
こ
の
集
落
内
の
交
通
路
と
し
て
、
南
北
・
東
西

に
そ
れ
ぞ
れ
二
本
ず
つ
の
水
路
沿
い
道
路
が
走
る
。
南
北
に
走
る
二
本
の
道
路

が
、
北
側
で
東
西
に
結
ぼ
れ
る
中
央
辺
に
当
道
標
が
立
つ
。

当
道
標
か
ら
北
へ
は
高
宮
・
枚
方
へ
と
幹
線
道
路
が
通
じ
て
い
た
。
現
在
も

二
川
幅
で
、
水
田
の
中
を
走
っ
て
い
る
。
枚
方
・
高
宮
方
面
か
ら
の
旅
行
者
の

使
利
を
凶
っ
て
、
北
面
す
る
。

高
さ
約
一
灯
@
幅
二
五
で
の
頭
頂
山
型
の
角
柱
で
あ
る
。
高
官
方
面
か
ら
来

て
、
砂
集
落
に
入
る
と
、
道
が
東
西
に
分
れ
て
い
る
た
め
、
東
@
西
の
道
筋
・

行
先
を
示
す
親
切
な
道
標
で
あ
る
。

正
面
に
二
行
並
列
に
「
O

右

北
河
内
街
道

枚
方
道

堀
溝
街
道

河

内

街

道

住

道

八

尾

道

L

。
北
河
内
街
道
@
河
内

街
道
の
文
字
は
一

O
H
ン
角
で
読
み
易
い
。
し
か
し
、

j
道
の
部
は
三
刊
ン
角
で
彫

り
が
浅
く
、
殆
ん
ど
風
化
し
て
判
読
の
域
に
あ
る
。
注
意
し
な
い
と
文
字
の
存

在
さ
え
も
見
落
す
危
険
性
あ
り
。
裏
面
に
「
大
阪
府
」
と
刻
す
る
の
み
で
、
造

立
年
代
が
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
:
案
内
箇
所
の
楠
公
成
立
は
明
治
二
十
三
年
、

住
道
村
は
明
治
二
十
二
年
、
北
河
内
郡
制
の
施
行
は
明
治
二
十
九
年
、
こ
の
点 。

-4-

左

枚
方
道

楠
λ入
，ムb、

よ
り
考
え
て
、
当
道
標
は
明
治
三
十
年
代
初
頭
と
断
定
出
来
よ
う
。

右
・
北
河
内
街
道
と
は
、
砂
ム
ラ
を
通
っ
て
岡
部
川
沿
い
の
八
了
堤
に
出
て

堀
溝
浜
へ
。
こ
こ
か
ら
巣
本
・
門
真
一
・
守
口
へ
通
じ
た
た
め
に
、
「
右
・
北
河

内
街
道
園
枚
方
道
L

と
称
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

O

寸
左
・
河
内
街
道
・
枚
方
道
」

は
次
項
で
説
明
し
た
い
。



.. 
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河
内
街
道
の
道
標

(
砂
@
妙
法
寺
前
)

砂
ム
ラ
北
端
の
道
標
か
ら
、
左
へ
一

O
灯
、
次
い
で
南
進
二

O
O
れ
す
る
と
、

妙
法
寺
山
円
で
あ
る
。
山
門
脇
に
、
高
さ
二
日
の
「
南
無
妙
法
連
華
経
法
界
。

宝
暦
十
三
発
未
清
秋
L

と
刻
さ
れ
た
塔
の
左
側
に
、
高
さ
八
二
村
ン
・
一
二
刊
ン
角

ふ

司
市
島
出
国

/
L
F
¥
4
ペ
、
1
-

の
道
標
が
立
つ
。

道
標
の
正
面
(
北
向
き
)
に
「
左

河
内
街
道
」
、
左
側
面
(
東
側
)
に
つ
右

河
内
街
道
」
、
右
側
面
(
西
側
)
に
寸
明
治
三
十
五
年
五
月
新
設
」
、
裏
面
は
無

地
で
あ
る
。

河
内
街
道
は
現
在
、
多
少
の
道
筋
変
更
と
拡
幅
を
経
て
、
「
枚
方
・
八
尾
線
L

J
E
 河
内
術
品
一

と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
枚
方
・
八
尾
を
結
ぶ
江
戸
期
の
河
内
・
南
北
道
で

あ
っ
た
。
妙
法
寺
前
か
ら
東
進
五

O
U
で
、
現
在
の
府
道
南
野
寝
屋
川
線
と
合

致
し
て
南
進
し
て
い
た
。
即
ち
国
道
一
六
三
号
を
横
切
り
、
畷
高
前
、
小
楠
公

墓
地
前
を
通
り
、
津
の
辺
を
経
て
寝
屋
川
沿
い
に
住
道
へ
、
本
伝
土
寸
か
ら
御
供

田
、
加
納
、
八
尾
へ
と
通
じ
る
古
道
で
あ
る
。
従
っ
て
当
道
標
は
、
枚
方
か
ら

来
た
者
に
対
し
て
は
左
へ
行
き
な
さ
い
。
住
道
・
楠
公
か
ら
来
た
者
に
は
、
右

へ
行
く
と
枚
方
へ
、
を
示
す
「
河
内
街
道
(
枚
方
j
八
尾
線
)
」
専
用
の
道
路

6 -

襟
識
と
し
て
、
明
治
三
十
五
年
五
月
に
新
設
さ
れ
た
も
の
と
一
一
一
日
ん
よ
う
。

明
治
ヨ
ヰ
主
主
周
知
教
関

九
仏
市

「



.. 
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国
内
部
刑
右
岸
の
道
標
(
圏
一
傑
畷
@
寝
屋
則
市
の
境
界
道
路
脇
)

~~ 
J主宰

~;k 

イも三
争
ふ
皮
品
比

ι

九
万
什
久
保
証

点
入
崎
信
品

当
市
の
砂
地
区
南
西
部
a

蔀
屋
地
区
と
寝
屋
川
市
と
の
境
界
は
、
堀
溝
浜
と

木
田
・
大
利
(
京
阪
・
寝
屋
川
市
駅
)
を
結
ぶ
道
路
で
あ
る
。
こ
の
道
路
の
橋

下
を
流
れ
る
岡
部
川
の
右
岸
、
当
市
側
に
道
標
が
立
つ
。
高
さ
一
五

O
H
J
幅

二
九
村
ン
の
頭
頂
山
形
角
柱
碑
で
あ
る
。
岡
部
川
沿
い
道
路
に
面
し
て
つ
大
峯
山

上
三
十
三
度
先
達
甚
L

。
両
市
境
界
道
路
側
に
「
弘
化
四
了
末
年
九
月
上
旬
一

光
明
L

。
河
川
側
に
つ
右
八
幡
宮
道
L

「
左
大
坂
道
し
と
記
す
。

道
擦
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
保
護
さ
れ
る
形
で
川
辺
に
立
ち
、
基
部
は
文
字
が

隠
れ
る
ほ
ど
に
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
深
く
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
自
転
車
を
ガ

l

ド
レ
j

ル
沿
い
に
立
て
、
道
標
を
眺
め
る
こ
と
に
な
り
、
道
標
に
な
ら
な
い
、

動
い
て
る
な
/
と
思
案
し
て
い
た
。

八
十
翁
と
覚
し
き
二
人
の
方
に
話
し
か
け
て
頂
い
た
。
三
」
の
道
標
さ
ん
も

苦
労
し
と
ら
れ
ま
す
。
も
と
は
同
じ
道
路
の
向
い
側
に
あ
っ
て
、
川
沿
い
に
正

面
の
菅
一
島
方
面
か
ら
来
る
人
に
、
右
目
左
で
分
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。

自
動
車
で
の
受
難
と
な
っ
て
、
戦
後
に
川
沿
い
に
移
建
、
遂
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

で
保
護
し
た
が
、
工
事
の
暗
に
向
き
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
L

。
と
の
貴
重
な

話
が
有
難
か
っ
た
。

道
標
文
字
が
「
l
光
明
L

「
j
先
達
甚
L

の
所
で
埋
っ
て
お
り
、
下
に
文
字

は
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
一
ヶ
月
が
過
ぎ
て
、
当
碑
と
同
趣
旨
の
文
言
を

表
す
道
標
が
、
蔀
屋
地
区
を
距
て
た
寝
屋
川
市
大
念
寺
脇
に
所
在
す
る
こ
と
に

気
付
い
た
。
大
念
寺
脇
道
標
に
は
「
j
光
明
講
(
最
下
位
文
字
の
一
部
が
地
表

に
あ
っ
て
、
解
読
不
明
、

- 8 

一
文
字
以
上
が
埋
没
の
可
能
性
あ
り
ご
っ
j
先
達
四

0

0

 

郎
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
判
ず
る
と
「
j
光
明
講
」
「
光
明
真
一
一
一
一
口
講
ヘ

プ
i
先
達
甚
」
は
多
分
「
j
先
達
甚
兵
衛
」
で
あ
ろ
う
。

当
碑
は
、
大
峯
山
上
へ
の
三
十
三
回
の
案
内
を
務
め
た
甚
兵
衛
さ
ん
の
顕
彰



.. 

、

碑
。
醍
醐
土
手
三
宝
院
が
主
宰
す
る
当
山
派
修
験
道
信
者
の
光
明
院
真
言
講
が
、

弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

- 9 



自
然
石
道
標

(
蔀
屡
本
師
)

本
市
最
古
の
道
標
で
自
然
石
。
本
市
と
寝
屋
川
市
の
境
界
道
路
に
面
す
る
池

村
酒
屈
に
接
し
て
南
側
に
、
清
滝
街
道
起
点
と
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
。

裏
面
中
央
部
に
「
延
宝
三
乙
卯
年
七
月
五
日
し
の
紀
年
あ
り
、

一
六
七
五
年

か
ら
三
二

0
年
間
も
旅
人
の
案
内
を
務
め
て
現
在
に
至
る
。
原
位
置
を
動
く
こ

と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

清
滝
街
道
の
起
点
に
あ
っ
て
、
正
面
に
二
行
、
右
側
に

J
」
れ
よ
り
清
滝
¥

左
側
に
「
や
ハ
た
み
ち
一
す
じ
し
の
草
書
体
文
字
、
「
右
、
左
、
東
、
西
L

な
ど

の
方
角
指
示
を
な
す
こ
と
な
く
、
文
章
内
容
で
、
正
確
に
道
筋
を
教
え
て
く
れ

る。

l¥¥ 

二
O
年
前
に
当
碑
を
訪
ね
た
時
、
池
村
出
自
当
主
が
つ
も
と
は
も
っ
と
高
か
っ

た
が
、
次
第
に
哩
ま
っ
て
い
っ
た
L

と
説
明
し
て
下
さ
っ
た
。
道
は
改
修
ご
と

に
古
向
さ
を
増
し
て
行
く
。
道
路
改
修
は
削
り
と
る
よ
り
も
、
上
塗
り
す
る
方
法

が
容
易
ら
し
い
。
ど
の
道
路
に
も
、
こ
う
し
た
傾
向
あ
り
と
思
わ
れ
る
。

一日

現
在
の
道
標
の
高
さ
は
八
O
H
ン
、
下
部
幅
六
五
厚
さ
二
…

O
H
y
o
中
ほ
ど

く
び

が
括
れ
て
幅
四

O
刊
ン
、
文
字
の
鮮
明
さ
は
ご

O
年
前
と
余
り
変
化
は
な
い
。
標

旧
原
@
奈
良
へ
と
下
降
せ
ん
と
す

分
け
登
り
、

(¥ 
¥¥ 

高
二
七

O
N川
の
逢
阪
へ

る
分
岐
点
を
、
清
滝
峠
と
古
称
し
た
。
大
和
と
河
内
を
結
ぶ
生
駒
山
越
え
の
北

端
道
を
、
表
示
す
る
古
道
標
に
ふ
さ
わ
し
い
貫
録
を
具
現
す
る
道
標
と
言
え
よ

、つノ
O

‘』ー
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高
野
街
道
の
道
標

(
国
間
曲
四
丁
目
)山

南
町
時
現
滑

J
h
v
「け
h
H
u
d
E
/
寸

岡
山
地
区
北
部
の
旧
高
野
街
道
を
明
白
に
し
て
お
き
た
い
。
寝
屋
川
市
と
界

す
る
讃
良
川
に
架
す
っ
し
ん
ば
し
」
(
明
治
十
五
年
@
岡
山
誌
で
は
「
大
日
橋
L
)

か
ら
学
研
都
市
線
高
架
下
ま
で
三
二

O
M。
高
架
下
寄
り
の
一

0
C
M
の
聞
で
、

往
時
の
東
高
野
街
道
は
西
側
に
少
し
迂
回
し
て
い
た
。
東
方
の
坪
井
か
ら
の
道

と
合
一
し
て
、
そ
の
ま
ま
一
五
れ
ほ
ど
西
に
迂
回
す
る
。
そ
こ
に
子
細
あ
り
気

な
写
真
の
道
標
が
立
つ
。
こ
の
一
五
灯
を
底
辺
と
す
る
直
角
三
角
形
の
斜
辺
一

0
0灯
程
を
辿
る
と
、
現
街
道
と
高
架
下
で
合
流
す
る
。
こ
の
迂
回
部
が
旧
高

野
街
道
で
、
こ
れ
を
直
線
化
し
た
の
が
昭
和
二
年
の
改
修
で
あ
っ
た
。

道
標
を
見
る
と
、
大
き
な
剣
先
型
石
の
下
に
寄
り
沿
う
よ
う
に
北
面
し
て
立

ち
、
供
花
、
水
が
捧
げ
ら
れ
て
あ
り
、
信
仰
像
を
思
わ
せ
る
。

道
標
は
高
さ
約
五

O
Hン
白
幅
一
九
で
角
。
正
面
に
つ
南
燈
明
講
」
、
右
側
に
「
弘

化
二
乙
巳
六
月
、
世
話
人
作
凶
。
左
側
に
「
星
田
妙
見
L

、
右
側
に
「
大
坂
L

と

記
す
。
左
右
側
の
星
田
妙
見
・
大
坂
に
は
、
手
首
指
で
方
向
を
指
示
し
て
い
る
。

道
標
の
左
側
巨
石
に
つ
い
て
、
付
近
の
入
は
寸
大
日
さ
ん
し
と
言
う
。
高
さ

一
五

O
Hン
@
幅
七

O
Hン
・
厚
さ
二

O
句
、
表
は
凹
出
の
断
層
で
盛
り
上
り
、
裏

面
は
滑
ら
か
な
板
石
と
な
っ
て
、
文
字
・
仏
像
ら
し
き
も
の
は
見
出
せ
な
い
。

不
思
議
に
思
い
、
日
々
供
花
を
献
ぜ
ら
れ
る
と
一
一
百
う
、
林
ウ
ノ
さ
ん
を
訪
ね
る

と
、
大
正
女
性
ら
し
い
謙
虚
さ
で
、
「
母
か
ら
の
伝
え
聞
き
」
の
前
お
き
で
話

し
て
頂
い
た
。

つ
あ
る
曲
辰
夫
が
川
を
渡
ろ
う
と
す
る
と
、
牛
が
川
岸
近
く
で
如
何
し
で
も
動

か
な
い
。
不
思
議
に
思
っ
た
曲
辰
夫
が
、
牛
の
立
ち
止
ま
っ
た
川
際
の
土
を
掘
っ

て
見
る
と
、
大
き
な
石
が
出
て
来
た
。
こ
れ
は
、
日
頃
信
仰
す
る
大
日
さ
ま
だ
、

と
、
掘
り
出
し
て
記
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
あ
の
大
き
な
石
で
す
L

と
の
物

語
り
。
巨
石
像
の
由
来
伝
承
の
御
教
一
不
に
感
謝
し
て
辞
去
し
た
。

旧
高
野
街
道
を
確
め
ん
と
、
探
し
疲
れ
て
い
た
時
、
高
橋
健
三
さ
ん
(
明
治

二
十
九
年
生
)
に
会
え
た
の
は
幸
だ
っ
た
。
直
接
の
同
行
道
案
内
を
賜
っ
た
。

12 



• 

こ
れ
が
冒
頭
に
述
べ
た
旧
高
野
街
道
で
あ
っ
た
。
高
橋
さ
ん
の
青
少
年
時
代
に

は
五
尺
道
、
「
大
日
さ
ん
と
道
標
」
は
、
道
の
反
対
側
(
東
側
)
に
立
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
道
の
内
側
の
た
め
、
陸
軍
演
習
の
野
砲
車
、
ま
た
民
間
大
八
車
な
ど

が
寸
大
日
さ
ん
と
道
標
し
に
触
れ
る
た
め
、
戦
後
に
、
西
側
の
現
在
地
へ
移
建

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

自
然
石
を
「
大
日
さ
ん
L

と
呼
ぶ
伝
承
が
生
き
て
い
る
。
道
標
の
建
立
者
が

「
南
燈
明
講
」
と
呼
ぶ
信
仰
団
体
、
聖
火
で
煩
悩
を
滅
す
る
仏
教
信
仰
団
体
と

し
て
、
仏
の
中
心
た
る
大
日
如
来
信
仰
が
当
地
域
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

現
在
の
讃
良
川
に
架
す
「
し
ん
ば
し
」
を
、
明
治
十
五
年
岡
山
村
誌
は
「
大

日
橋
」
と
記
す
。
橋
の
名
の
由
来
を
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
が
、
道
標
と
共
に

立
つ
自
然
石
を
「
大
日
さ
ん
」
と
し
て
杷
る
伝
承
か
ら
、
橋
の
名
称
起
源
ま
で

解
明
出
来
た
有
意
義
な
探
訪
だ
っ
た
。

13 
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市
立
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
前
の
道
標

寸志
ど~。

定清

高温
:g'5F 

衛艦

垣 i草

永
年
の
当
市
居
住
者
な
ら
、
知
ら
ぬ
人
な
き
道
標
で
あ
る
。
畷
小
の
北
四

O

れ
の
清
滝
街
道
と
高
野
街
道
の
交
差
点
、
高
野
街
道
筋
の
道
の
東
側
に
三
体
の

道
標
が
立
つ
。

向
っ
て
左
側
の
角
柱
碑
は
高
さ
一
二
五

H
J
幅
二
二
で
、
正
面
に
「
右

滝
街
道
、
す
ぐ
東
高
野
街
道
L

(

す
ぐ
は
真
直
の
意
味
)
は
、
正
面
の
文
字
の

み
で
、
三
百
に
文
字
な
し
。
現
在
の
畷
小
前
を
通
る
新
高
野
街
道
の
造
成
は
昭

和
二
年
、
そ
れ
以
前
の
旧
高
野
街
道
は
、
清
滝
川
沿
い
に
真
西
へ
中
野
派
出
所

前
で
左
折
、
三
坪
橋
を
渡
り
、
塚
脇
、
中
野
、
南
野
共
同
墓
地
前
を
通
り
、
和

田
賢
秀
墓
地
前
で
新
高
野
街
道
に
合
流
す
る
。

従
っ
て
、
こ
の
道
標
は
動
い
て
い
な
い
。
明
治
三
十
年
代
初
頭
の
造
立
で
あ 主

円

ろ、っ。真
中
の
道
標
は
長
方
形
、
高
さ
七

O
刊
ン
園
横
四

O
代
ン
・
厚
さ
二
回
丹
、
文
字

か
め
ま
つ

は
中
央
に
大
き
く
「
鶴
津
亀
山
三
、
左
側
に
「
南
か
り
や
」
・
右
側
に
「
東

い
せ
な
ら
」
、
下
部
に
寸
門
弟
中
L

と
右
横
書
。
近
郊
の
門
弟
が
、
文
楽
三
味

線
師
匠
の
遺
徳
を
顕
彰
す
べ
く
建
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
清
滝
川
沿
い
の
道
を

14 

行
く
と
、
枚
方
j
八
尾
の
河
内
伝
道
で
、
雁
屋
ム
ラ
に
至
る
と
の
標
識
で
あ
る
。

」
こ
で
面
白
い
の
は

。〕

最
初
の
三
文
字
は
何
れ
も
異
体

文
字
、
多
少
の
漢
字
知
識
が
あ
れ
ば
簡
単
に
読
み
と
れ
る
。
し
か
し
、

が
「
松
の
古
文
字
」
た
る
を
知
る
に
は
、
相
当
の
時
間
を
要
し
た
。

右
側
の
光
背
型
地
蔵
道
襟
は
、
高
さ
九
七
刊
ン
・
上
部
幅
四
一
で
・
厚
さ
は
上

wnμ

一T
L
セ

ycrvu

立
口
一
，
ノ
ヲ

?
i立
口

四

地
蔵
さ
ん
の
背
高
は
五

O
Hン
立
像
で
合
掌
印
。
光
背

右
測
に
「
右

い
せ
」
、

左
側
に
つ
左

な
ら

十
口
小

や
ハ
た
道
」
と
、

そ
れ

ぞ
れ
二
行
書
き
。
側
面
に
「
寛
政
十
午
天
十
一
月
日
、

中
野
村
撫
中
」
と
二
行

書
き
。
約

0
0年
前
の
一
七
九
八
年
建
立
で
あ
る
。
当
地
蔵
尊
道
標
は
文
面

‘』ー



よ
り
推
し
て
、
嘗
つ
て
は
清
滝
街
道
に
建

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
(
中
野
惣

中
建
立
に
な
る
も
の
、
中
野
公
民
館
付
近
か
、
正
法
寺
裏
門
へ
の
小
道
を
分
派

す
る
清
滝
街
道
筋
に
立
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
三
道
標
は
、
基
礎
の
セ
メ
ン
ト
台
石
か
ら
推
し
て
、
昭
和
初
期
の

移
転
で
あ
る
こ
と
は
確
実
、
移
転
時
期
を
知
っ
て
い
る
方
は
御
教
示
願
い
た
い
。

戸三エ-- ーベ~ミヨ

寸戸 〆つ

初夜
γゃい
グ ペ耐ミ

畢 Z
O[ 

イト

1事)

ヤー問、
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青
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光
背
型
地
蔵
道
標

(/} 

田
原
か
ら
の

号
H

往
時
の
清
滝
街
道
の
逢
阪
入
口
、
緑
の
文
化

同
へ
の
分
岐
点
付
近
に
玄
つ
。
高
さ
約
一

0
0
弓
・
幅
五

O
H
ン
a

厚
さ
一
五
で

の
光
背
型
地
蔵
尊
道
標
、
地
蔵
さ
ん
が
美
し
く
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
像
容
の

高
さ
七

O
H
ン@一幅一一一

O
で
の
立
像
、
右
手
に
錫
杖
、
左
手
を
胸
元
に
お
い
て
蓮

華
を
抱
く
。
美
し
い
地
蔵
さ
ん
だ
と
、
二

O
年
前
か
ら
思
い
続
け
て
来
た
。

右
の
余
白
に
「
東
な
ら
・
西
大
坂
@
道
下
か
た
の
え
L

。
左
に
「
為
六
道
衆
生
、

法
界
念
生
念
仏
L

と
記
す
。
現
在
は
判
読
し
難
い
ほ
ど
風
化
が
進
む
。
道
し
る

べ
の
「
道
下
か
た
の
え
」
は
、
す
ぐ
東
に
あ
る
ゴ
ル
フ
場
か
ら
交
野
へ
の
道
が

聞
け
て
い
た
。
。
逢
阪
と
田
原
と
の
境
界
の
た
め
っ
西
大
坂
」
と
記
し
、
面
す

れ
ば
逢
阪
へ
至
る
の
意
味
で
あ
る
。
逢
阪
は
大
坂
・
相
坂
・
逢
坂
と
も
書
き
、

明
治
十
五
年
に
逢
阪
の
嘉
字
に
改
め
た
。

逢
阪
の
入
口
三
ケ
所
に
地
蔵
道
し
る
べ
が
あ
っ
た
。
他
の
二
ケ
一
前
の
う
ち
一

16 

ケ
品
川
は
、
清
滝
ム
ラ
か
ら
の
道
a

清
滝
峠
U

現
在
の
五
輪
塔
近
く
に
あ
り
、

あ

ぷ

み

0

0

0

の
鞍
の
足
乗
せ
に
触
れ
る
位
置
に
あ
っ
た
た
め
、
鐙
(
あ
し
ぶ
み
が
語
源
)

地
歳
と
呼
ば
れ
、
東
光
寺
本
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
一
つ
は
清
滝
街
道
が
清
滝
ム
ラ
で
分
岐
し
て
、
逢
阪
集
落
の
北
口
か
ら

入
る
所
に
立
っ
て
い
た
。
現
在
は
東
光
寺
境
内
に
移
建
さ
れ
た
。
三
道
標
は
何

れ
も
地
蔵
道
擦
で
、
紀
年
が
な
い
。
逢
阪
の
入
口
三
ケ
所
に
立
つ
地
蔵
道
標
か

ら
考
え
て
、
逢
阪
ム
ラ
の
道
祖
神
@
塞
の
神
と
し
て
、
疫
病
神
の
侵
入
を
防
、
き
、

ム
ラ
中
安
全
を
も
兼
ね
る
道
標
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
道
標
の
左
側
余
白
に
記
さ
れ
る

「
為
六
道
衆
生
、

法
界
念
生
念
仏
し
も
、

」
の
観
点
よ
り
解
す
べ
き
仏
教
用
語
と

れ
る
。

10......-.-
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清
滝
街
道
の
石
塔
型
道
標

一一一-1

(
下
田
原
)

一一一一ー ー¥、

現
存
す
る
当
市
内
の
道
し
る
べ
は
、
自
動
車
洪
水
の
中
で
移
建
さ
れ
向
き
を

換
え
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
中
で
泰
然
と
し
て
建
つ
の
が
西
川
大
古
翁
道
し
る

に
も
珍
ら
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い

ρζ 
。

L 

写
真
に
見
ら
れ
る
道
り
、

、
「
油
若
中
」
、
と
刻
さ
れ
た
高
さ
て
一
門
ン
@
四
一
一
一

犬同山
j
時
十
自
主
問
、

f
i
-
-仁
ぷ
]

刊
ン
@
三

O
刊
ン
角
。

-~ー

ノ¥

の

の
下
回
原
に
建
つ
。

標
石
に
向
っ
て
左
側
に
っ
す
ぐ
大
坂
」
、
右
側
に
「
左
や
ま
し
ろ
、

郡
山
」

C

二
歳
巳
七

匂
σ〉

L

。
正
面
「
丙
川

じっ

西
川
家
を

深
さ
二
で
彫
り
、

「
大
士
口
L

幼
名
を
経

の
出
家
継
承
者
は
、

。
江
戸
期
は
身
分
制
社
会
、
苗
字
の
私
称
は

躍
も
許
さ
れ
な
い
。
し
か
し
神
仏

し
し、

あ
っ
て
も
、

の
十
日
出
子
帯
万
は
、

に
ま
で
は
、
封
建
権
力
も
及
ば
な
か
っ
た
ら
し
く
、

苗
字
名
前
が
記
載
さ
れ
る
。

神
社
奉
納
物
に
は

幕
末
の
天
保
@
弘
化
年
間
の
両
川
家
は

当
ニヒ
は

っ
た
。

e

三
味
殺
を
用
い
て
音
曲
語
り
す
る
浄
瑠
璃
を

o
 

村
の
若
者
を
集
め
音
曲
語
り
を
教
授
す
る
。
油
揚
屋
に
集
ま
り
、
翁
よ
り
多
く

。

。

を
学
ん
だ
若
井
省
中
は
、
大
古
翁
を
把
ぴ
、
そ
の
遺
認
を
顕
彰
せ
ん
と
し
た
。

そ
の
時
、

に
浮
ん
だ
の

の
旅
人
街
、
旅
人
の
行
先
を

図
る
べ
く
、

私
称
の
商
字
を
入
れ
て
「
一
両
川
大
古
L

?

と

大
主
回
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

の

照
涌
墓
地
に
あ
っ
て
、
そ
こ
に
眠
る
。

の
た
め
、
苗
字
を
入
れ
る
こ
と
が
出
来

ま
た
、

の
中
に
あ
っ
て ら

る
べ
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乙
七
月
具
。
隈

tA匂
都
」
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L

守
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も
毅
然
と
し
て
原
位
置
に
立
っ
て
い
る
。
弟
子
た
ち
の
師
匠
を
思
う
眼
力
・
知

恵
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
道
標
横
を
流
れ
る
戎
川
の
橋
名
も
寸
西
川
橋
」

と
欄
干
に
刻
さ
れ
て
い
る
。

，t メク
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月

れじi2_J

清
滝
街
道
が
奈
良
県
側
へ
入
る
境
界
の
天
野
川
に
架
す
橋
を
「
高
橋
」
と
名

称
す
る
。
こ
の
高
橋
の
下
田
原
側
に
「
国
境
碑
」
が
立
つ
。
同
一
場
所
付
近
で

幾
回
か
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

高
さ
一
八

-
幅
三

O
刊
ン
の
角
柱
が
、
道
路
の
南
側
の
セ
メ
ン
ト
回
塊
の

上
に
立
つ
。
道
路
沿
い
の
文
字
は
「
従
是
東
大
L

、
左
側
に
「
従
是
南
奈
良
」

と
あ
っ
て
、
「
阪
府
L

、
「
牒
し
が
切
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
て
、
下
部
五

O
で
ほ
ど
は
埋
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
他
の
面
の
、
「
距
奈
良
勝
田
里

一
一
巾
距
生
駒
郡
郡
山
町
柳
三
丁
元
慨
し
の
二
行
書
き
、
け
内
の
文
字
も
埋
没

し
て
い
る
。
他
の
面
は
写
真
の
よ
う
に
「
大
正
八
年
三
月
建
設
L

と
記
さ
れ
る
。

の
左
側
に
、
写
真
に
は
現
わ
れ
な
い
が
、
「
川
中

そ
の
中
央
部
寸
八
年
三
月
L

央
国
界
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

山
系
で
は
尾
根
中
央
部
が
国
境
と
な
る
よ
う
に
、
河
川
で
は
川
幅
中
央
が
国

界
で
あ
っ
た
。

20 

面
白
い
国
界
文
字
、
「
護
岸
工
事
な
ど
は
、
大
阪
府
a

奈
良
県
側
別
個
な
り
や
L

の
疑
問
が
湧
き
、
市
土
木
課
に
教
え
を
乞
う
た
。
「
川
の
両
岸
を
両
府
県
が
、

話
し
合
っ
て
区
切
り
担
当
、
緊
密
な
連
絡
の
も
と
に
、

工
事
着
手
の
由
L

。
う

ま
い
解
決
策
で
あ
る
。

川
の
中
央
を
国
界
と
し
て
、
両
府
県
が
自
分
側
の
方
の
み
を
護
岸
工
事
し
た

ら
、
間
着
が
起
る
の
は
必
至
、
如
何
す
る
の
だ
ろ
う
と
気
懸
り
だ
っ
た
が
、
教

え
ら
れ
て
み
る
と
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
河
内
田
原
村
と
大
和
田
原
村
が
直
接
の
解
決
者
で
あ
っ
た
江
戸
期

以
前
は
、
水
利
権
、
時
に
は
水
害
も
か
ら
み
、
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
。

両
者
間
の
村
役
人
は
、
永
年
の
知
恵
を
生
か
し
た
約
定
書
を
造
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
ら
し
い
史
料
は
見
当
ら
な
い
。
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上

賑
両
国
橋
の
府
県
境
碑

北
え
骨
北
え
限
府
諮
E

持

説
~~ 

長民
年
十
月
定
説

h
-
L
3
h
f
L
 

J

ア

Ffhidbc

住
吉
神
社
か
ら
水
田
の
中
を
真
東
へ
の
道
路
、
こ
れ
を
府
道
圏
中
垣
内
南
田

原
線
と
呼
ぶ
。
天
野
川
が
東
北
流
し
て
北
流
へ
変
る
田
原
地
区
の
東
端
、
上
田

原
ム
ラ
か
ら
奈
良
県
南
田
原
ム
ラ
に
架
す
る
橋
を
両
国
橋
と
呼
ぶ
。
当
道
標
は

府
県
境
碑
と
し
て
、
橋
の
西
端
の
土
堤
に
建
っ
て
い
た
。
い
ま
訪
れ
る
と
、
昭

和
六
十
二
年
五
月
竣
工
@
両
国
橋
の
東
端
に
立
っ
て
い
る
。

高
さ
一
七

O
H
ン
e

幅
二
七
刊
ン
の
面
に
、
「
従
是
西
北
大
阪
府
管
轄
」
、
「
裏
に
「
大

正
十
二
年
十
月
建
」
、
二
回
丹
ン
の
面
に
「
大
阪
府
奈
良
牒
界
L

、
裏
に
つ
住
道
郡

山
線
北
河
内
部
田
原
村
大
字
上
田
原
」
と
記
す
。

当
街
道
は
明
治
三
十
五
年
か
ら
改
修
工
事
を
始
め
た
も
の
で
、
現
大
東
市
中

垣
内
ム
ラ
と
上
田
原
ム
ラ
を
結
ぶ
古
堤
街
道
の
完
成
を
記
念
し
て
、
建
て
ら
れ

た
府
県
境
道
標
で
あ
る
。

昭
和
六

O
年
頃
ま
で
は
、
天
野
川
土
堤
の
上
田
原
に
建
っ
て
い
た
が
、
現
在

は
南
田
原
。
河
川
や
道
路
の
大
規
模
改
修
時
代
、
古
来
の
道
標
は
、
旧
地
付
近

に
再
建
さ
れ
れ
ば
良
し
、
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

22 
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大
東
市
中
垣
内
か
ら
上
田
原
を
経
て
大
和
へ
の
道
を
古
堤
街
道
と
呼
ぶ
。
六

尺
道
か
ら
現
在
の
広
い
道
へ
の
改
修
は
大
正
十
二
年
。
旧
道
は
用
水
路
に
沿
っ

て
曲
折
、
住
吉
神
社
前
で
も
水
路
に
沿
っ
て
、
現
在
道
よ
り
二

O
れ
ほ
ど
の
西

側
を
通
り
、
上
田
原
。
下
田
原
を
結
ぶ
森
山
・
磐
船
線
に
通
じ
て
い
た
。

当
道
擦
は
、
旧
道
と
森
山
@
磐
船
線
の
接
点
に
立
っ
て
い
た
が
、
自
動
車
の

頻
繁
の
中
で
、
酒
庖
前
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
脇
へ
、
旧
位
置
よ
り
二

O
一れほ

ど
東
へ
移
動
し
、
古
堤
街
道
の
東
側
に
、
自
動
車
と
の
誇
い
を
避
け
る
が
如
く
、

の
影
に
立
っ
て
い
た
。

正
面
に

古
堤
街
道
」
、
右
側
面
に
「
す
ぐ
古
堤
街
道
、
左
側
面
に
、

大
限
府
」
、
他
の
一
面
は
無
地
で
あ
る
。

明
治
二
十
九
年
五
月
建
立

二

O
付
J
二
回
付
ン
角
の
頭
頂
山
車
角
柱
碑
。
旧
位
置
を
想
定
す
る
と
、

道
標
文
字
の
意
味
は
理
解
可
能
と
な
る
。

高
さ
一

自
動
車
の
往
来
が
繁
く
な
る
と
共
に
、
古
堤
街
道
は
舗
装
さ
れ
、
道
標
は
遠

つ
こ
と
に
な
っ
た
。
露
地
面
の
道
標
は
傾
斜
を

慮
し
つ
つ
道
路
端
の
露
地

深
め
て
行
く
。
平
成
四
年
六
月
頃
の
大
雨
で
、
遂
に
側
溝
に
転
倒
の
憂
き
目
に

埋
ま
っ
て
い
た
部
分
の
側
面
は
荒
削
り
で
、
地
表
面
の
滑
ら
か
な
平
面

と
異
な
る
。
測
定
す
る
と
、
荒
削
り
の
地
下
埋
め
基
部
は
五

O
H
ン
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
明
治
以
降
の
角
柱
道
標
は
、
高
さ
の
三

O
%を
地
中
に
埋
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
、
奇
し
く
も
判
明
し
た
。

歩
行
者
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
江
戸
期
以
降
の
石
の
道
標
は
、
自
動
車
時
代

に
入
っ
て
受
難
の
時
期
を
迎
え
る
。
現
在
の
標
識
は
道
路
の
側
面
の
高
所
に
、

あ
る
い
は
道
路
中
央
部
地
名
と
矢
印
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
う
た
。

道
標
の
交
代
期
と
は
い
え
、
何
十
年
、
何
百
年
も
歩
行
者
の
旅
行
に
奉
仕
し
て

来
た
路
傍
の
石
製
道
標
を
棄
却
し
て
良
い
筈
は
な
い
。
時
代
の
流
れ
の
中
で
の

24 -
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均
二
ン
ー

回融

襲いれぬ
種
零

人
間
の
知
恵
の
産
物
は
、
生
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
当
道
標
も
然
る
べ
き
適
所

へ
の
移
転
が
希
ま
れ
る
。
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用
時
集
会
所
前
の
道
標

(
甫
野

C請
で¥ /

中
津
川
・
畑
・
滝
・
木
間
ム
ラ
へ
の
道
筋
は
、
現
在
は
四
条
を
数
え
る
。
こ

の
中
で
の
江
戸
時
代
の
主
要
道
は
、
四
候
畷
神
社
大
鳥
居
か
ら
北
へ
一
五

O
灯、

h
uマ
わ
砂

川
崎
集
会
所
前
か
ら
斜
め
東
北
へ
入
る
五
尺
道
で
あ
っ
た
。
こ
の
道
で
平
野
部

の
雁
屋
・
二
丁
通
・
北
山
山
ム
ラ
と
結
ぼ
れ
て
い
た
た
め
、
山
地
部
と
平
野
部
集

落
を
結
ぶ
道
筋
と
し
て
、
南
野
村
領
主
a

旗
本
三
好
家
の
触
書
き
・
命
令
伝
達

丈
を
掲
げ
る
制
札
日
高
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
古
老
は
当
地
を
「
札
場
」
と

呼
ん
だ
。
そ
の
流
れ
を
う
け
て
、
市
広
報
板
も
立
っ
て
い
る
。
消
防
ポ
ン
プ
収

納
庫
@
火
災
報
知
の
半
鐘
楼
も
立
ち
、
古
色
め
い
た
公
共
物
残
存
が
、
往
時
の

高
札
場
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

当
地
が
南
野
村
の
東
西
を
結
ぶ
古
道
だ
と
気
付
い
た
の
は
昭
和
五

O
年
頃
、

入
口
左
側
の
草
叢
の
中
に
道
標
を
見
出
し
た
時
だ
っ
た
。
寸
右
瀧
村
観
世
音
道
L

「
観
音
芋
起
雲
山
龍
尾
土
寸
L

の
道
標
や
草
叢
の
中
で
は
、
文
字
の
み
が
、
地
面

上
に
現
わ
れ
て
い
た
。
(
注
、
観
音
芋
の
寸
立
し
は
、
普
通
「
サ
サ
」
と
読
み
、

26一一

菩
薩
の
異
体
文
字
と
し
て
使
用
さ
れ
る
)

こ
の
道
標
は
自
動
車
洪
水
の
中
で
、
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
は
集
会

所
内
に
収
納
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
一
四

O
H
ン
園
二
五
円
ン
角
。
文
字
が
書
か
れ
て

い
る
の
は
、
上
か
ら
八
五
円
ン

O

筆
者
が
卒
叢
で
見
た
時
は
、
文
字
の
下
は
土
に

隠
れ
る
よ
う
に
立
っ
て
い
た
。
草
叢
で
土
が
盛
り
上
つ
て
は
い
た
が
、
六
五
円
ン

は
地
中
に
埋
ま
っ
て
い
ま
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
角
柱
道
標

の
多
く
は
、
四

O
%
ほ
ど
を
土
中
に
埋
め
て
直
立
さ
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
道
標
に
は
年
代
が
な
い
。
草
書
体
か
ら
考
え
て
、
江
戸
後
期
の
享
和
年

間
(
一
八

O
O年
頃
)
の
建
立
と
考
え
ら
れ
る
。

‘』
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雁
塔

(
大
字
中
野
)

昭
和
四
十
八
年
ま
で
は
、
国
道
一
六
三
号
の
西
中
野
バ
ス
停
近
く
、
府
道
南

野
圃
寝
屋
川
線
と
の
交
差
点
の
東
側
・
国
道
一
ム
ハ
二
一
号
の
南
側
空
地
に
建
っ
て

い
た
。
国
道
拡
幅
の
た
め
に
、
市
消
防
署
横
の
旧
清
滝
街
道
沿
い
清
滝
川
堤
防

上
に
移
建
さ
れ
た
。

本
碑
は
牌
型
。
高
さ
七

幅
四
二
刊
ン
、
台
石
は
高
さ
二
二
代
、
ノ
・
幅
六
O

で
角
、
礎
石
は
高
さ

幅
八
五
弓
角
。
総
高
は
約
二
一

O
刊
ン
で
あ
る
。

碑
の
正
面
に
「
雁
塔
L

、
左
側
に
つ
施
、
王
寺
尾
幸
助
、
寛
延
二
己
巳
歳
中
春
、

取
次
@
増
井
甚
兵
衛
L

。
右
側
に
漢
字
一
六
五
を
九
行
に
刻
し
、
雁
塔
の
由
来

を
記
し
て
い
る
。

こ
の
雁
塔
の
接
に
、
台
石
と
も
高
さ
一
二

O
刊
ン
の
細
長
い
古
雁
塔
が
あ
る
。

古
塔
の
上
部
中
央
に
「
党
字
L

、
続
い
て
「
当
所
古
老
伝
雁
石
塔
婆
ヘ

に
1
巾

ω
こ

一

i
l

「
正
保
二
年
六
月
中
野
村
」
と
記
す
。
こ
の
古
雁
塔
墓
は
、
先
に
述
べ
た
牌
型

塔
婆
を
当
地
に
移
す
時
、
土
中
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
細
長
い
古
雁
塔

28 

の
文
面
よ
り
推
し
て
、
現
在
の
牌
型
塔
婆
は
一
一
…
代
目
と
考
え
ら
れ
る
。

牌
型
塔
婆
の
漢
字
文
一
六
五
文
字
の
大
要
は
「
文
明
の
頃
、
猟
師
が
一
羽
の

雁
を
射
た
。
獲
っ
た
雁
は
雄
だ
が
不
思
議
や
、
首
が
な
い
。
始
め
て
出
会
っ
た

け
げ
ん

怪
詩
な
出
来
事
、
時
々
、
脳
裡
を
横
切
る
思
い
出
と
な
っ
て
猟
を
続
け
る
聞
に

時
は
流
れ
た
。
そ
の
後
一
年
間
を
経
た
後
、
雌
雁
を
獲
た
。
見
る
と
、
羽
交
に

一
年
前
に
射
た
雄
雁
の
頭
を
抱
き
か
か
え
、
痩
せ
衰
え
て
い
る
で
は
な
い
か
。

孤
独
に
耐
え
つ
つ
も
、
悲
哀
は
積
っ
て
痩
せ
細
り
、
逃
げ
る
力
も
失
せ
て
息
絶

え
た
雌
の
雁
、
再
び
そ
れ
を
自
分
が
手
が
け
よ
う
と
は
/

我
を
忘
れ
て
働
突

し
た
猟
師
は
、
弓
矢
を
折
り
、
小
さ
な
石
碑
を
建
て
て
香
華
を
絶
や
す
こ
と
な

く
、
雌
雄
の
雁
の
霊
を
弔
っ
た
と
言
、
っ
。
里
人
は
雁
塚
と
呼
ぴ
、
現
在
も
香
華

絶
ゆ
る
こ
と
な
し
。
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西
征
戦
死
招
魂
稗

(
大
宇
中
野
)

同
郷
隆
盛
を
擁
し
た
薩
摩
士
族
一
万
五

0
0
0
が
、
五

O
年
振
り
と
言
わ
れ

f日1
52三 l

官fq
号Lい与

目

る
降
り
積
る
雪
を
落
花
と
蹴
散
ら
し
て
、
鹿
児
島
を
発
っ
た
の
は
明
治
十
年
二

月
十
五
日
。
政
府
に
尋
問
の
筋
あ
り
と
称
し
て
北
上
、
二
月
二
十
日
に
熊
本
城

を
抜
く
能
わ
ず
、
寸
雨
は
降
る
降
る
人
馬
は
ぬ
れ
る
、
越
す
に
越
さ
れ
ぬ
田
原
攻
L

と
歌
わ
れ
た
田
原
坂
の
攻
防
戦
は
十
年
三
月
、
此
の
血
戦
に
政
府
箪
、
薩
摩
軍

と
も
に
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
薩
軍
は
人
吉
・
宮
崎
を
経
て
後
退

L
、

薩
摩
@
城
山
の
露
と
消
え
た
。
こ
れ
を
西
南
の
役
と
呼
ぶ
。
政
府
軍
は
熊
本
か

ら
人
吉
・
宮
崎
。
鹿
児
島
へ
、
商
方
へ
と
征
討
軍
を
進
め
た
の
で
、
政
府
軍
犠

牲
者
を
西
征
戦
死
者
と
い
う
。
当
招
魂
碑
に
は
、
北
河
内
出
身
戦
死
者
十
六
名

の
霊
が
記
ら
れ
て
い
る
。

本
碑
の
高
さ
一
五
八
円

J
幅
六
一
・
淳
さ
三

O
付
ン
、
ム
口
石
の
高
さ
三
六
円
ン
、

総
高
さ
約
二
川
。
碑
の
正
面
に
つ
商
征
戦
死
招
魂
碑
」
、
「
左
側
面
に
「
河
内
閣

三
大
区
中
斉
志
者
建
立
」
、
右
側
面
に
「
明
治
十
一
年
四
月
L

と
記
す
。

河
内
国
第
三
区
(
交
野
@
茨
田
@
讃
良
の
三
郡
、
後
の
北
河
内
郡
に
相
当
)

出
身
の
戦
死
者
名
は
、
裏
面
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
所
属
部
隊
・
戦
死
年
月
日
と

30 

場
所
・
出
身
村
落
と
氏
名
を
四
行
に
書
し
、

二
段
に
区
画
し
て
銘
記
す
る
。

明
治
十
一
年
三
月
二
日
に
始
ま
る
二
俣
戦
、
続
く
田
原
坂
戦
の
一
ヶ
月
間
の

戦
傷
死
者
が
一
六
名
中
一

O
名
、
こ
の
間
の
激
戦
を
物
語
る
。
明
治
十
一
年
四

月
二
十
八
日
、
小
楠
公
墓
所
で
の
招
魂
祭
挙
行
と
な
っ
た
。

碑
は
当
初
、
砂
j

小
楠
公
墓
所
前
を
通
る
南
野
・
寝
屋
川
線
の
、
西
中
野
バ

ス
停
近
く
の
西
側
に
一
本
の
松
あ
り
、
こ
こ
に
建
立
さ
れ
る
。
後
、
国
道
一

三
号
の
南
側
空
地
に
、
雁
塔
に
隣
っ
て
把
ら
れ
た
が
、

一
一
号
拡
幅
工
事
に

よ
り
、
昭
和
田
十
八
年
、
市
消
防
署
横
に
雁
塔
と
共
に
移
建
さ
れ
て
現
在
に
至

る。

‘』
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字
名
号
碑

(
中
野
本
賄
@
正
法
寺
内
)

正
法
寺
の
歴
史
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
担
保
畷
市
史
の
究
明
に
連
な
る
と
喝

破
さ
れ
た
の
は
、
戦
前
の
大
阪
史
学
会
の
重
鎮
@
平
尾
兵
吾
先
生
で
あ
っ
た
。

一
二

O
O年
前
の
白
鳳
期
、
清
滝
に
建
立
さ
れ
た
正
法
寺
は
、
平
安
期
に
真

言
宗
と
な
っ
た
。
浄
土
宗
へ
の
改
宗
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
当
六
字
名
号

碑
が
建
て
ら
れ
た
天
文
年
間
で
は
あ
る
ま
い
か
。

三
界
二
十
五
有
六
道
回
生
含
識

南
加
熱
河
肱
陀
偽

写
真
で
も
読
み
と
れ
る
ほ
ど
の
巨
大
文
字
で
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
の
生
死
流
転
す
る
欲
・
色
冒
無
色
の
一
二
界
と
、
こ
の
三
界
を
更

に
分
け
た
二
十
五
の
領
域
、
衆
生
が
業
に
よ
っ
て
生
死
を
く
り
返
す
六
つ
の
世

32一一

界
、
胎
生
・
卵
生
・
湿
生
・
化
生
の
四
つ
の
世
界
に
命
あ
る
も
の
。
即
ち
、
生

き
と
し
生
け
る
も
の
の
た
め
に
南
無
阿
弥
陀
仏
。
時
に
天
文
五
年
(
一
五
三
六
)

四
月
、
う
や
う
や
し
く
唱
え
奉
る
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

箱
型
板
碑
と
呼
ぶ
形
状
。
古
同
さ
一
七
二
弓
・
幅
八
八
代
ン
・
厚
さ
二
八
円
ン

O

六

円
ン
の
枠
を
と
り
、
深
さ
一
弓
の
平
面
板
。
中
央
に
雄
、
混
な
文
字
で
つ
南
無
阿
祢

陀
備
し
と
、
深
さ
一
一
円
ン
に
膨
る
。
「
称
」
は
「
嫡
、
弥
L

の
異
体
文
字
で
、
「
阿

。弥陀
錦
」
と
記
す
の
が
通
例
で
あ
る
。

Ii...-
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役
行
者
保

中
野
本
関I

え
ん
の
お
ず
ね

役
小
角
は
奈
良
時
代
、
葛
城
山
で
修
行
し
、
呪
力
を
体
得
し
た
。
し
か
し
世

に
流
さ
れ
た
実
在
の
人
物
で
あ
る
。
平
安
時
代
、

の
両
宗
派
が
山
岳
仏
教
、
と
し
て
展
開
さ
れ
る
と
、
日
本
国
来
の
山

し
ゅ
げ
ん
と
う

0

0

融
合
し
て
修
験
道
が
形
成
さ
れ
た
。
修
験
道
は
山
に
伏
し
て
修
業
し
、

。験
(
呪
力
」
を
体
得
す
る
日
本
独
特
の
宗
教
で
あ
る
。
こ
の
修
験
道
の
成
立
に

つ
れ
て
、
役
小
角
が
そ
の
開
祖
と
し
て
仰
が
れ
る
に
至
っ
た
。

を
惑
わ
す
も
の
と
し
て
、

室
町
時
代
以
降
、
本
山
派
(
菌
城
寺
聖
護
院
、

一一宝院、

と
、
当
山
一
点
(
醍

に
分
れ
る
が
、
当
地
域
は
当
山
派
に
属
し
た
と
考
え

て
い
る
。

市
内
の
役
行
者
像
は
岡
山
の

正
法
寺
内
石
像
、

の
乾
漆
像
、

阪
の

の
間
体
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
盛
大
な
行
者
祭

"':) 

を
、
現
在
も
行
な
う
岡
山
行
者
堂
の
、
山
伏
問
答
の
一
節
、
寸
真
言
宗
金
峯
出

土
子
末
坊
宝
穂
院
隆
ぜ
ん
外
四
名
の
修
験
者
に
て
候
」
が
あ
る
。

当
市
内
行
者
像
凹
体
の
う
ち
、
年
代
が
判
然
と
す
る
の
は
、
正
法
寺
内
石
仏

34 

で
あ
る
。
本
石
の
高
さ
一
二
四
円
ン
e

広
い
筒
所
の
幅
八
四
弓
、

一
五
円
ン
で

あ
る
。
こ
の
自
然
石
を
深
さ
六
円
ン
に
花
灯
彫
り
す
る
。
花
灯
彫
り
部
の
高
さ
七

五
円
ノ
四
幅
四

O
代ン

O

こ
の
花
灯
彫
り
の
中
に
、
高
さ
四

O
内
ン
の
役
行
者
を
浮
彫
り
す
る
。
像
容
は

あ
ご
ひ
げ

頭
巾
を
か
ぶ
り
、
顎
讃
を
延
ば

L
、
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
経
巻
を
持
ち
、
高

下
駄
を
履
い
て
岩
板
に
座
す
。
通
常
の

が
あ
り
親
し
み
易
い
。

で
あ
る

呂
と
口
も
と
に
椴
笑

自
然
石
本
体
の
右
側
に
「
大
峯
山
三
十
三
度
供
養
L

、
左
側
に
「
寛
政
元
年

二月
O
辰
」
と
あ
り
、
下
段
に
十
数
人
の
名
ま
え
が
彫
ら
れ
る
が
判
読
し

ぃ
。
あ
る
信
者
が
大
峯
山
葺
撃
修
業
三
十
二
一
問
、
供
養
塔
建
立
に
当
り
、
修

""'--



.. 

験
道
信
仰
集
団
十
数
名
の
共
鳴
者
が
現
わ
れ
る
。
そ
の
信
仰
集
団
者
が
浄
財
を

出
し
合
っ
て
建
立
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
代
参
者
が
大
峯
登
山
三
十
=
一回

を
達
成
し
た
時
、
信
仰
集
団
た
る
講
中
十
数
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
家
内

安
全
祈
願
を
成
就
し
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
、
建
立
さ
れ
た
供
養
塔
と
壬
一
口
え

ょ、っ
。
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本
市
最
古
の
墓
石
と
田
原
地
区
墓
塔

¥
y
jべ

小ヘ
ポ
高
《

l[， 
新義

正P" ';;7~-----

/1Ii，長
イ二「

託

J 

ノ〆 ヤ

庶
民
が
個
人
の
墓
石
を
建
て
始
め
る
の
は
江
戸
期
。
清
滝
別
宮
墓
地
の
寛
永

九
年
(
一
六
三
二
)
、
高
さ

一
二

O
弓
の

一
石
五
輪
塔
が
最
古
の
個
人
墓
塔
と

思
っ
て
い
た
。

昭
和
六

O
年
頃
の
秋
の
雨
上
り
目
、
上
田
原
正
伝
寺
内
の
墓
塔
に
見
入
っ
て

い
る
と
、
古
い
墓
塔
が
目
に
と
ま
る
。
地
輪
の
部
の
左
右
に
「
慶
長
十

一
年、

午
七
月
廿
日
ヘ
中
央
に
「
祐
院
禅
定
門
」
と
記
し
た
光
背
型
五
輪
塔
L

。

当
塔
の
高
さ
は
六
二
村
ン
・
幅
三

O
H
ンO

下
部
が
水
平
に
切
れ
た
恰
好
に
見
え

る
。
下
部
を
調
べ
る
と
厚
さ
七
で
、
水
平
に
切
ら
れ
た
底
部
中
央
に
丸
型
の
突

起
あ
り
、
直
径
・
高
さ
と
も
四
円
ン

O

こ
の
突
起
部
を
下
部
台
石
の
窪
み
部
に
は

め
こ
み
、
台
石
上
に
建
立
さ
れ
た
石
塔
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
台
石
は
見

当
ら
な
い
が
、
慶
長
年
間
の
昔
か
ら
、
こ
う
し
た
手
法
で
丁
寧
に
墓
塔
を
建
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

- 36 

慶
長
十

一
年
(
一
六
O
六
)
と
は
、
徳
川
家
康
の
覇
権
確
立
期
と
は
い
え
、

豊
臣
秀
頼
が
健
在
で
剣
戟
の
嵐
が
漂
う
時
代
、
こ
の
期
の
個
人
墓
塔
の
残
存
は

珍
ら
し
い
。

当
塔
の
最
も
厚
い
所
は
中
央
部
で
一

一
行
、
背
面
は
舟
底
型
と
な
る
。
正
面

ふ
ち

は
光
背
型
に
形
ど
り
し
て
平
ら
に
し
、
外
側
か
ら
五
弓
ほ
ど
を
縁
取
り
し
て
窪

み
彫
り
、

そ
の
中
に
五
輪
塔
を
浮
き
出
さ
せ
る
る
彫
法
を
と
る
。
五
輪
塔
は
下

か
ら
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
輪
、
と
呼
ぴ
、
地
輸
の
部
に

「年
号
・
法
名
」

を
記
す
。
各
輸
に
は
大
日
如
来
の
真
言
た
る
「
キ
ァ
・
ガ
・
ラ
・
パ
・
ア
L

の

五
つ
の
党
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

隣
っ
て
光
背
型
宝
匿
印
塔
が
見
え
る
。
こ
れ
も
同
手
法
で
造
出
し
た
も
の
で

あ
る
。こ

れ
ら
の
光
背
型
五
輪
塔
、
宝
箆
印
塔
は
、

田
原
地
区
の
各
地
の
墓
地
に
見



.. 

弓主主

出
さ
れ
る
。

で
あ
る
。

上
記
写
真
は
、

下
田
原
照
涌
墓
地
に
見
ら
れ
る
光
背
型
宝
陸
印
塔
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(上

原

「
宝
底
印
陀
羅
尼
経
」
を
納
め
た
供
養
塔
を
、
宝
箆
印
塔
と
呼
ぶ
。
陀
羅
尼

経
を
木
製
・
金
銅
塔
に
入
れ
、
そ
の
功
徳
を
広
め
ん
と
し
た
も
の
。
中
国
に
始

ま
り
、
我
が
国
に
は
一

O
世
紀
の
半
頃
に
渡
来
し
た
。
当
市
域
で
は
田
原
地
区

の
寺
院
、
墓
地
に
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
西
部
低
地
で
は
中
野
正
法
寺
境
内
に

の
み
、
と
思
っ
て
い
る
。
宝
陵
印
塔
は
真
言
宗
の
供
養
塔
に
始
ま
っ
た
。

田
原
地
区
で
は
光
背
部
宝
俵
印
塔
彫
り
が
、
墓
塔
と
し
て
数
多
い
が
、
本
来

的
に
は
陀
羅
尼
経
供
養
塔
で
あ
っ
た
。

当
塔
は
田
原
地
区
に
見
ら
れ
る
最
大
の
も
の
で
、
台
石
よ
り
宝
珠
ま
で
の
高

台
石
の
上
に
受
花
@
反
花
村
き
基
礎
、
塔
身
が
あ
る
。
塔
身
は

二
重
と
な
り
、
塔
身
下
部
の
図
面
に
漢
字
を
刻
す
る
。

さ
二
四

一
面
に
、

一
行
凹
字
で

一一」
四
行
の

四
面
に
六
回
文
字
を
刻
す
る
。

一
面
あ
て
の
四
字
ご
と
に

読
点
と
句
点
を
付
し
て
い
る
が
、

四
面
の
文
字
を
列
記
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に

な
る
。塔

及
形
像
、
所
在
之
庭
、

若
有
有
情
、
能
於
此
塔
、

一
切
如
来
、
神
力
守
護
。

一
香
一
華
、
耀
拝
供
養
。

八
十
億
劫
、
生
死
重
罪
、

一
時
消
滅
、
後
生
極
楽
。

或
一
躍
拝
、
或
一
右
達
、
塞
地
獄
門
、
開
菩
提
路
。

(
意
訳
)

」
の
形
像
を
な
す
宝
箆
印
塔
の
所
在
す
る
所
は

一
切
如
来
が
広
大

無
辺
の
力
で
守
護
す
る
所
な
り
。
も
し
人
の
何
た
る
か
を
解
す
る
心
あ
っ
て
、
こ

の
塔
に
香
華
を
手
向
け
て
礼
拝
供
養
す
れ
ば
、
八
十
億
年
の
限
り
な
き
年
月
に
生

死
を
繰
り
返
す
重
罪
は
一
時
に
消
滅
し
、
以
後
は
極
楽
に
生
ま
れ
か
わ
る
で
あ
ろ

、「ノ。

た
び

の
念
を
起
せ
ば
、
八
方
塞
が
り
の
獄
門
を
廻
る
と
も
、
必
ず
や

板
楽
往
生
の
道
筋
が
聞
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。



以
上
の
碑
文
を
見
る
と
、
宝
僅
印
塔
は

一
切
如
来
の
坐
す
仏
塔
で
あ
っ
た
と

解
さ
れ
る
。

.. 

当
塔
は
年
代
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
石
像
物
は
素
朴
感
が
漂
う
ほ
ど
古
い
。

当
塔
は
笠
部
の
隅
飾
が
広
が
っ
て
華
麗
さ
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、

江
戸
期
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
中
期
以
降
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
江

戸
期
以
前
で
あ
れ
ば
、
隅
飾
が
垂
直
と
な
る
筈
で
あ
る
。

宝珠一一「
請花 |相

九輪 |輪

請花 | 

伏鉢←ー」

間五日笠

二
重
塔
身

基

礎

塔身上部

塔身下部

受花

反花

台石
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常
夜
燈

(
蔀
屋
本
師
)

の
寺
院
か
ら
消
え
て
、
神
社
石
段
の

る

日
吋
hM助
、

L
U
H
l
n
N門
川

社
U

一
川
に
立
つ
の
を
通
例
と
す
る
。
高
さ
一
れ
か
ら
数
れ
の
巨
大
な
も
の

。
石
段
近
く
の

は
っ
献
燈

の

て
い
る
。

し
か
し
、
在
所
よ
り

iま

の
た
め
に

と
刻
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
直
接
、

神
域
を
壮
厳
た
ら
し
め

た
も
の
で
な
く
、
在
所
よ
り
拝
さ
せ
て
国
き
ま
す
と
の

と
刻
さ
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い

で
あ
っ
て
も
、
社
殿
前
と
在

一-， 

!苛
の

の
伝
仰
者
は
使
い
わ
け
た
ら
し
い
。

中
野
公
民
館
付
近

)¥ 

一
丁
通
町
の
明

の
文
政
四

。〉

め
初
期
の

の

と
刻
す
る
。
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清
滝
川
右
岸
の
堤
防
道
路
上
に
道
幅
を
広
げ

の
近
傍
、

-c 

て
ら
れ
て
い
る
。
当
常
夜
燈
は
氏
神
の
同
中
神
社
に
奉
献
さ
れ
た
も
の
で
、

「
常
夜
燈
」
と
大
き
く
刻
さ
れ
て
い
る
。

土
台
一
七
二
層
、
反
花
付
基
礎
、
竿
@
中
ム
?
火
袋

自
宝
珠
よ
り
成
り
、

lメ
ル l

山
代
ン
の
巨
大
な
も
の
。

の
裏
側
に
「
安
政

の

卯
月
行
祥
口
」
と
あ
っ
て
、

一
八
五

と
す

ム
ラ
の
繁
栄
を
物
語
る
も
の
と

ょ、っ。

一
六

O
内
ン
角
、
笠
部
の
一

ヲルて

華
麗
な
曲
線
を
描
い
て
四
隅
は
反
り
上
る
。
現
在
の
石
燈
龍
に
も
似

土
台
石
の
高
さ
二
三
川
ン
@

。門ン

た
美
意
識
が
加
わ
っ
て
い
る
。
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市
内
の
十
三
仏
容

十
三
仏
と
は
初
七
日
か
ら
三
十
三
回
忌
ま
で
の
、
追
善
供
養
を
生
前
に
修
す

る
も
の
と
し
て
建
て
ら
れ
た
仏
塔
で
あ
る
。
逆
修
仏
と
し
て
建
て
ら
れ
る
場
合

が
多
い
。
逆
修
と
は
生
存
中
に
、
あ
ら
か
じ
め
自
分
の
た
め
に
仏
事
を
修
し
、

冥
福
を
祈
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
文
献
的
に
は
、
太
平
記
の
四
候
縄
手
合
戦
、

正
行
出
陣
の
項
「
j
ト
一
首
ノ
歌
ヲ
書
キ
留
メ
、
逆
修
ノ
為
ト
覚
敷
一
ア
、
各
賓

髪
ヲ
切
テ
仏
殿
ニ
投
入
」
が
古
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
十
三
仏
塔
の
数
は
っ
関
西
で
は
生
駒
南
麓
と
凹
幌
畷
に
集
中
し
て
四
十

基
を
数
え
」
(
日
本
石
仏
事
典
・
雄
山
閤
)
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
関
西
国
十

基
の
う
ち
、
七
基
が
当
市
に
集
中
し
て
い
る
。

え
ん
ま

人
聞
は
死
後
、
開
魔
大
王
ら
の
十
王
よ
り
、
回
忌
法
要
ご
と
に
生
前
の
行
為

の
裁
き
を
、
つ
け
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
時
の
弁
護
救
済
に
当
っ
て
く
だ
さ
る
仏
・

菩
薩
を
一
枚
岩
石
に
刻
し
た
も
の
が
、
十
三
仏
塔
で
あ
る
。
人
間
は
三
十
三
回

忌
を
過
、
ぎ
れ
ば
、
祖
神
に
な
る
と
の
考
え
方
が
、
古
来
日
本
人
の
死
霊
観
で
あ
っ

た
。
こ
の
三
十
一
一
一
回
忌
法
要
の
仏
事
成
立
は
、
貴
族
社
会
で
は
平
安
・
鎌
倉
期
、

庶
民
間
へ
の
普
及
は
南
北
朝
時
代
と
さ
れ
る
。
従
っ
て
十
三
仏
建
立
は
南
北
朝

時
代
に
始
ま
り
、
江
戸
初
期
に
終
る
。
私
見
で
は
あ
る
が
、
庶
民
が
個
人
石
塔

し
か
も
三
十
三
回
忌
法
要
仏
事
思
想
が
流
布
し
た
期
間
に
、
造

を
持
ち
得
、
ず
、

立
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

当
市
所
在
の
十
三
仏
塔
七
基
の
う
ち
、
三
基
ず
つ
が
寺
院
と
墓
地
に
、

基

が
路
地
に
安
置
さ
れ
る
。
路
地
に
あ
る
南
野
三
丁
目
(
滝
)

の

二
仏
は
、
も

と
、
龍
尾
寺
に
所
在
し
た
も
の
と
、
付
近
の
古
老
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
見
て
、
寺
院
四
基
、
墓
地
三
基
と
な
る
。

人
の
死
後
三
十
三
田
忌
法
要
に
当
り
、
救
済
し
て
下
さ
る
仏
は
、
次
の
通
り

で
あ
る
。

⑦
初
七
日
@
不
動
明
王

右
手
に
降
魔
の
利
剣
、
左
手
に
捕
縛
用
の
縄
を
持
つ
一

分
出
慈
の
形
相
、
一
切
の
鬼
霊
・
煩
悩
を
調
伏
す
る
仏
教
守
護
神
。

ふ
た
な
ぬ
か

②
ニ
七
日
・
釈
迦
如
来
仏
教
の
開
祖
釈
迦
如
来
、
「
オ
シ
ヤ
カ
サ
マ
L

と
通

称
す
る
。
仏
像
の
諸
菩
薩
は
王
子
時
代
の
釈
尊
を
模
す
と
一
一
一
口
、
っ
。

み

な

ぬ

か

も

ん

じ

ゅ

③
一
ニ
七
目
。
文
殊
菩
薩

釈
迦
如
来
の
左
の
脇
士
と
し
て
知
恵
を
司
る
菩
薩
o

J

二
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
で
有
名
。

よ

な

ぬ

か

ふ

げ

ん

④
盟
七
自
・
普
賢
菩
薩
釈
迦
如
来
の
右
に
立
つ
脇
士
、
仏
の
徳
を
あ
ら
わ
し
、

⑤ 
五三仏
七去の
日か教

イヒ
地・
識済
菩 度
薩 を

助
け
る
菩
薩

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
を
捧
げ
る
石
像
と
し
て

造
ら
れ
、
路
傍
の
仏
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

む

な

ぬ

か

み

ろ

く

⑥
六
七
日
・
弥
軌
菩
薩

釈
尊
入
寂
後
の
五
六
億
七

0
0
0
万
年
後
に
、
こ
の

世
に
降
臨
し
て
釈
尊
と
同
じ
よ
う
に
成
道
、
衆
生
済
度
の
法
を
説
く
と
い
は

⑦ 
七2れ
七品て
自かい

る
薬や 0

師し
如
来

左
手
に
薬
査
を
持
ち
、

せ

む

い

い

ん

右
手
を
施
錠
…
畏
印
に
結
ぶ
。

衆
生
の
病
患
を
救
う
仏
と
し
て
、
多
く
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

か

ん

の

ん

か

ん

ぜ

お

ん

⑧
百
力
目
a

観
音
菩
薩
観
世
音
菩
薩
「
ぽ
の
中
の
困
っ
て
い
る
人
々
の
音
声

を
観
て
、
救
け
て
下
さ
る
慈
悲
深
い
仏
さ
ま
L

と
説
明
さ
れ
る
。
現
世
利
益

⑨ 
ー の
麗イム
患と

し
勢tて
主し弘
菩く
薩 尊

さ
れ
て

る

阿
弥
陀
如
来
の
右
脇
士
、
知
恵
の
光
で
一
切
を
照
ら

し
、
三
途
の
川
で
苦
し
む
者
に
無
上
の
力
を
与
え
て
、

二
途
の
川
を
離
れ
さ



『司雪守

⑩ 
三 す
年と
忌 w い

わ
|可あれ
弥みて
陀だい
如る
来

四
十
八
願
を
立
て
て
衆
生
を
済
度
す
る
仏
、
こ
の

仏
を
信
じ
、

そ
の
名
を
唱
え
た
だ
け
で
極
楽
浄
土
に
往
生
出
来
る
と
説
か
れ

て
い
る
。

あ
し
ゅ
く

⑪
七
年
忌
・
阿
問
如
来

東
方
の
妙
喜
世
界
に
生
れ
、
大
日
如
来
の
教
え
を
う

け
修
業
し
て
成
仏
し
、
息
災
成
仏
の
功
徳
を
有
す
る
仏
。

だ
い
に
ち

⑫
十
三
年
思
・
丈
日
如
来
そ
の
知
恵
の
光
明
は
、
昼
夜
の
別
あ
る
日
の
神
の

威
力
を
上
ま
わ
る
か
ら
大
日
と
一
一
一
口
う
。
こ
の
世
の
全
ゆ
る
も
の
は
大
日
如
来

こ

ん

ご

う

か

い

た

い

ぞ

う

か

い

の
智
と
理
の
あ
ら
わ
れ
と
さ
れ
、
前
者
を
金
剛
界
、
後
者
を
胎
蔵
界
と
呼
ぶ
。

金
剛
界
大
日
如
来
は
宝
冠
を
頂
き
、
大
智
拳
印
を
結
ぶ
。
い
わ
ゆ
る
忍
者
が

呪
文
を
唱
え
る
時
の
指
の
握
り
方
に
似
て
い
る
。

く
っ
そ
っ

⑬
三
十
=
一
年
忌
・
虚
空
蔵
菩
薩
「
知
恵
・
功
徳
を
蔵
す
る
こ
と
虚
空
の
ご
と

く
広
大
無
辺
、
尽
き
る
こ
と
な
し
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
の
名
称
で
あ
る
。

以
上
の
十
三
仏
説
明
は

可口
μ
常
仏
教
用
語
』
中
央
公
論
社
。
『
日
本
石
仏

事
典
』
雄
山
問
、
を
参
照
)

十
三
仏
は
普
通
、
「
三
仏
ず
つ
四
段
、
頂
点
に
一
仏
を
配
す
る
」
形
式
で
あ
る
。

最
下
段
の
向
っ
て
右
側
か
ら
左
へ
、
不
動
・
釈
迦
・
文
珠
。
す
ぐ
上
へ
普
賢
・

地
蔵
・
弥
勤
と
左
か
ら
右
へ
。
三
段
目
は
薬
師

a

観
音
・
勢
至
と
右
か
ら
左
へ
。

四
段
目
は
阿
弥
陀
・
阿
問
・
大
日
と
左
か
ら
右
へ
。
頂
点
に
虚
空
蔵
菩
薩
が
坐

す
る
。

下
二
段
目
中

素
人
で
見
分
け
ら
れ
る
の
は
最
下
段
右
の
一
不
動
明
王
の
宝
剣
、

下
か
ら
四
段
目
左
の
弥
陀
定
印
の
阿
弥
陀
、
同
じ
く
右
側

央
の
地
蔵
の
僧
形
、

の
知
日
拳
印
の
大
日
如
来
で
あ
ろ
う
。

当
地
の
十
三
仏
は
全
部
が
坐
像
石
仏
、
六
基
は
三
仏
・
四
段
と
頂
点
に
一
仏

の
形
式
、
こ
れ
が
一
般
的
で
あ
る
。
下
田
原
照
涌
墓
地
の
十
三
仏
は
四
仏
e

三

段
と
頂
点
に
一
坐
像
、
こ
の
形
式
は
全
国
的
に
も
珍
ら
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い

〉

O
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1
.
弥
軸
寺
十
三
仏
(
畑
)

光
背
型
十
三
仏
。
高
さ
一
九
六
弓
・
幅
七
五
で
、
厚
さ
は
約
三
四
弓
で
上
部

か
ら
下
部
ま
で
殆
ん
ど
変
ら
な
い
。
三
で
ほ
ど
の
高
さ
に
浮
き
彫
り
、
右
側
余

自
に
「
永
禄
七
年
」
、
左
側
に
「
七
月
八
日
」
、
左
右
両
側
の
文
字
は
、
年
月
日

の
み
。
最
下
段
坐
像
の
下
の
余
白
部
に
「
逆
修
、
次
い
で
十
三
人
の
戒
名
」
を

陰
刻
す
る
。令 野

永
禄
七
(
一
五
六
四
)
年
よ
り
数
え
て
約
四
三

0
年
間
、
弥
勅
寺
境
内
地
に

立
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
長
年
月
に
耐
え
、
な
お
像
容
が
美
し
い
。

な
お
土
台
と
し
て
、
土
中
に
二
尺
ほ
ど
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
の
、
先
代
住
職
の

一
日
付
)
思
い
出
す
。
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2
.
南
野
(
滝
)
十
三
仏

旧
南
野
村
字
畑
の
弥
勅
寺
裏
側
の
細
道
を
五

O
れ
ほ
ど
登
る
と
、
旧
南
野
村

字
滝
と

h
る
o

字
地
滝
と
畑
の
聞
に
は
家
屋
が
密
集
し
て
お
り
、
余
程
の
土
地

感
が
な
け
れ
ば
、
境
界
発
見
は
難
し
い
。

滝
と
畑
の
境
界
付
近
、
旧
滝
の
路
地
の
空
地
に
十
三
仏
、
隣
っ
て
地
蔵
尊
洞

堂
、
次
い
で
路
傍
の
地
蔵
が
並
ぶ
。

一
O
年
ほ
ど
前
の
こ
と
、
ょ
う
よ
う
曙
た

ら
ん
と
す
る
時
、

二
j
=
一
の
人
々
が
線
香

・
お
茶
を
手
向
け
ら
れ
る
の
に
出

会
っ
た
。
地
域
人
の
信
仰
が
厚
い
。

~ 

十
三
仏
塔
の
高
さ
は
一
灯
、
幅
四
八
H

ン
・
厚
さ
は
中
央
部
が
盛
り
上
っ
て
一

八
句
、
嗣
堂
内
に
杷
ら
れ
て
い
る
た
め
、
像
容
が
美
し
い
。
右
側
余
白
に
「
奉

造
逆
修
天
正
廿
年
」
。
(
「
奉
造
」
の
部
は
読
み
難
く
確
言
は
留
保
す
る
が
、

二
文
字
な
る
こ
と
は
確
実
)
左
側
余
白
部
に
は
「
同
行
十
三
人

と
記
す
。
他
に
は
文
字
は
見
当
ら
な
い
。

一
一
月
廿
日
」

付
近
の
大
正
期
生
れ
の
親
切
な
奥
さ
ん
に
電
灯
を
借
り
、
文
字
を
調
べ
て
い

る
と
、
「
初
七
日
に
不
動
明
王
、
二
七
日
に
釈
迦
如
来
j
」
の
文
言
が
西
国
三

十
三
ケ
所
巡
礼
御
詠
歌
に
あ
る
と
言
っ
て
、
該
本
を
見
せ
て
頂
い
た
。
ま
た
、

「当
十
三
仏
は
、
滝
の
龍
尾
寺
か
ら
移
建
し
て
御
記
り
し
た
と
の
伝
承
あ
り
」

と
の
由
を
承
る
。
当
市
七
基
の
十
三
仏
の
存
在
箇
所
か
ら
推
し
て
、
嘗
つ
て
は

龍
尾
寺
鎮
座
と
の
伝
承
は
、
正
し
い
と
思
う
。
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3
.
中
野
南
野
共
同
墓
地
の
十
三
仏
ニ
基

一
基
は
頭
頂
駒
型
の
板
碑
、
上
段
部
三
体
仏
の
所
で
折
れ
、
セ
メ
ン
ト
接

合
さ
れ
て
い
る
。
折
れ
た
た
め
長
年
月
の
問
、
土
中
に
埋
没
さ
れ
、
後
、
発
掘
、

再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
像
容
の
鮮
明
さ
が
、
こ
の
間
の
事
情
を
物
語

つ

て
い
る
。

最
下
段
の
仏
像
下
の
土
台
部
に
、
タ
テ
五
文
字
で
七
行
の
漢
字
が
記
さ
れ
て

い
る
が
判
読
不
可
能
。
経
典
文
字
の
如
く
に
思
わ
れ
る
。

¥ ミ ヲ

ビ
-
Y
T
f
λ
r

叫ん

L
ψ
-
J

J

ム一い
l
一

日
/

l
下
叫
ん

1

…-lh
足
川
内

日当
-1

奥
山
戸
A
つ
ノ
古
川

w

f

二
o

J

ハ
/¥
八

九

d

J
E仰

r
u
ffm

r
J
fF1
一寸

r
メつ

γ 

年
号
は
見
当
ら
な
い
。
高
さ

一
二
七
で
・
幅
三
八
代ン

・
厚
さ
一
九
今
、
台
石

上

坐
す

い
ま
一
つ
は
光
背
型
十
三
仏
。
高
さ
一
二

O
Hン
・
幅
の
広
い
所
は
虚
空
蔵
菩

薩
の
所
で
五
一
で
・
厚
さ
一
五
円
ン

O

文
字
は
最
下
段
の
三
体
仏
の
右
側
の
箇
所

に
「
天
文
廿
四
年
」
と
微
か
に
読
み
と
れ
る
。
左
側
に
「
月
日
」
が
記
さ
れ
る

筈
で
あ
る
が
、
痕
跡
さ
え
残
さ
な
い
。
全
体
と
し
て
風
化
の
激
し
い
十
三
仏
で
、

像
容
も
全
て
不
鮮
明
。
天
文
二
十
四

(
一
五
五
五
)
年
よ
り
四
四

0
年
間
の
長

年
月
、
墓
地
に
あ
っ
て
追
善
供
養
の
大
役
を
果
し
て
来
た
年
輪
を
窺
わ
せ
る
十

三
仏
塔
で
あ
る
。



当
墓
地
に
、
何
故
二
基
の
十
三
仏
塔
あ
り
や
、
と
な
る
と
種
々
の
思
い
が
湧

く

一
村
あ
て
の
二
基

一
つ
は
旧
中
野
・

旧
南
野
両
村
の
共
同
墓
地
の
た
め
、

建
立
説
。
い
ま
一
つ
は
=
一
角
頭
頂
の
十
三
仏
塔
が
、
折
れ
た
た
め
地
下
埋
没
せ

ざ
る
を
得
ず
、
新
た
に
天
文
廿
五
年
塔
を
建
て
た
の
説
。
折
れ
た
塔
の
複
修
剤

は
セ
メ
ン
ト
、
明
治
期
以
前
に
あ
っ
て
は
、
石
塔
の
接
合
の
不
可
能
を
思
え
ば
、

後
者
説
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
何
れ
と
も
断
定
し
難
い
。
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4
.
正
法
寺
十
三
仏

正
法
寺
は
一
二

O
O年
前
に
遡
る
古
利
。
戦
国
時
代
か
江
戸
初
期
に
、
清
滝

よ
り
現
在
の
中
野
へ
移
転
す
る
。古
寺
院
に
ふ
さ
わ
し
く
往
時
の
石
仏
が
多
い
。

天
正
年
聞
に
成
る
立
派
な
十
三
仏
塔
も
、
そ
の

一
つ
。

高
さ

一
九
八
で
・
幅
は

広
い
箇
所
で
六
三
円
ン
・
厚
さ
二
O
Hン
の
光
背
型
石
仏
で
あ
る
。

石
仏
は
三
今
の
浮
彫
り
坐
像
。
坐
部
一
八
円
ン
・
高
さ
二
O

H
J
O

仏
像
に
向
っ

て
右
側
余
白
に
、
「
奉
造
立
十
三
悌
逆
修
念
例
講

一
結
天
正
十
八
季
」
。
左
側

に
「
諸
衆
八
十

一
人
同
本
願
観
海
上
人
六
月
八
日
敬
白
」
と
記
す
。

意
味
は
「
観
海
上
人
の
も
と
に
集
ま
っ
た
念
仏
信
徒
八
十

一
人
は
、
死
後
の

三
十
三
回
忌
ま
で
の
法
要
の
た
め
、
十
三
仏
を
造
立
し
奉
る
。
天
正
十
八

(一

五
九

O
)
年
六
月
十
八
日
」
と
解
さ
れ
る
。
当
寺
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
観
海
上

人
の
文
字
よ
り
判
じ
て
現
正
法
寺
内
に
造
立
安
置
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。
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5
.
住
吉
神
神
社
内
の
十
三
仏

旧
上
・
下
田
原
両
村
立
会
住
吉
神
社
の
境
内
に
、
神
宮
寺
と
称
す
る
真
言
宗

-

寺
院
が
所
在
し
た
。
平
安
時
代
以
降
の
神
仏
習
合
に
よ
っ
て
僧
侶
が
神
宮
を
兼

ね
る
時
期
が
続
い
た
。
神
宮
寺
は
全
国
的
に
は
珍
ら
し
く
な
い
が
、
当
市
内
で

は
住
吉
神
社
の
み
で
あ
る
。
明
治
元
年
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
、
僧
侶
の
神
宮

兼
任
が
禁
じ
ら
れ
、
廃
寺
と
な
っ
た
。
境
内
に
神
宮
寺
が
所
在
し
た
た
め
、
廃

寺
後
も
社
内
に
、
地
蔵
菩
薩
、
観
音
菩
薩
、
名
号
碑
、
十
三
仏
な
ど
の
諸
石
仏

が
所
在
す
る
。
写
真
の
十
三
仏
塔
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

高
さ
一
二

O
Hン
・
広
い
箇
所
の
幅
八
八
で
・
厚
さ
三
八
代
ン
、
格
好
の
良
い
自

然
石
。
台
石
の
な
い
所
か
ら
見
て
、
相
当
深
く
埋
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。

こ
の
自
然
石
の
中
央
部
を
、
高
さ
九

O
H
ン
・
幅
四
O
弓
の
光
背
型
に
彫
り
窪
め
、

十
三
仏
を
浮
彫
り
し
て
い
る
。

左
右
の
余
白
部
に
上
か
ら
下
ま
で
、
多
く
の
文
字
を
彫
っ
て
い
る
。
大
木
の

日
蔭
と
な
っ
て
、
午
後
に
は
読
め
な
い
。
雨
上
り
の
好
天
気
、
朝
日
の
差
し
込

む
時
間
帯
に
訪
れ
る
よ
り
方
法
が
な
い
。

以
前
、
訪
れ
た
時
「
元
和
八
年
(
一
六
二
二
)
」
と
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。

~ 49 ~ 



高
園
下
関
宙
開
昭
一
涌
墓
地
の
十

二
O
争
前
、
ま
た
平
成
元
年
十
二
月
に
訪
れ
た
時
ま
で
は
、
大
木
に
立
て
か

け
て
あ
っ
た
。
現
在
は
墓
地
整
理
が
進
み
、
台
石
の
上
に
造
立
さ
れ
て
い
る
。

~l J 
二三ヘ

高
さ
一
二
四
代
ン
a

横
幅
六
回
で
@
厚
さ
三

O
Hン
の
自
然
石
、
そ
の
内
部
を
光

背
型
に
、
二
代
ン
ほ
ど
彫
り
窪
む
。
光
背
は
高
さ
九
二
刊
ン
a

幅
五
回
で
で
あ
る
。

最
下
部
と
下
よ
り
二
段
目
の
仏
像
に
向
っ
て
、
右
側
余
白
に
「
逆
修

永
禄
二

年
」
、
左
側
に
つ
五
月
」
と
一
記
す
。
仏
像
の
下
段
基
部
に
、
十
三
名
の
法
名
「
道

阿
、
道
円
、
道
心
、
浄
見
j
」
が
記
さ
れ
る
が
、
全
部
の
判
読
は
不
可
能
。

二
仏
は
、
市
内
の
六
基
が
一
段
に
三
仏
あ
て
四
段
、
最
上
段
に
一
仏
を

刻
す
る
の
に
対
し
、
各
段
に
四
仏
あ
て
三
段
と
、
最
上
部
の
一
仏
彫
り
で
あ
る
。

当
市
内
の
六
基
の
十
三
仏
と
異
な
る
仏
像
祭
壇
方
式
で
あ
る
こ
と
は
、
全
面

的
に
も
珍
ら
し
い
類
型
に
属
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
祭
壇
数
が
異
な
る
と
は
い

ぇ
、
下
段
向
っ
て
右
の
初
七
日
不
動
明
王
の
宝
剣
彫
り
に
始
ま
っ
て
左
へ
。
千

鳥
式
に
繰
り
上
っ
て
下
か
ら
二
段
目
、
左
の
五
七
日
供
養
の
地
蔵
菩
薩
に
始

ま
っ
て
右
へ
。
二
一
段
目
は
右
か
ら
左
へ
。
右
か
ら
二
つ
自
の
弥
陀
定
印
の
三
年

忌
阿
弥
陀
如
来
、
最
左
端
の
知
日
拳
印
の
十
三
年
忌
法
要
の
大
日
如
来
、
最
上
段

一
仏
の
虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
即
ち
、
向
っ
て
最
下
段
右

50 一一

の
不
動
尊
に
始
ま
っ
て
左
へ
。
そ
の
ま
ま
繰
り
上
っ
て
右
へ
。
真
上
の
三
段
目

に
繰
り
上
っ
て
左
へ
、

の
仏
像
配
列
形
式
で
は
、
市
内
の
他
六
基
と
同
一
形
式

で
あ
る
。

こ
の
照
涌
墓
地
の
十
三
仏
の
み
が
、
何
故
、

一
段
に
四
仏
ず
つ
を
刻
し
た
の

か
。
た
ま
た
ま
発
見
し
た
素
材
石
が
、
縦
に
比
し
横
長
だ
っ
た
た
め
か
、

に
四
仏
彫
法
の
例
は
全
国
的
な
も
の
か
。
十
三
仏
研
究
家
に
節
し
て
見
た
い
。

段

と
も
あ
れ
、

一
段
四
仏
彫
り
の
珍
ら
し
い
十
三
仏
塔
と
言
え
よ
う
。
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あ

と

治宝

き

教

;pζ 

同

長

ヌド

附田

車問

石
で
造
ら
れ
た
物
は
、
そ
の
材
質
の
為
な
の
で
し
ょ
う
か
、
何
と
な
く
冷
た
い
と
か
、

堅
い
と
い
う
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

し
か
し
、
造
ら
れ
た
物
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
と
、
石
な
ら
で
は
の
重
量
感
、
細
工

の
ノ
ミ
あ
と
、
或
い
は
風
雪
に
耐
え
て
磨
耗
し
た
表
面
等
々
、
大
自
然
の
造
形
と
は
ま
た

違
っ
た
趣
き
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
石
造
物
は
造
ら
れ
た
時
代
の
文
化
や
生
活
の
跡
を

偲
ば
せ
て
く
れ
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。
後
世
に
伝
え
る
た
め
大
切
に
保
存
し
た
い
も
の

で
す
が
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
は
、
近
代
の
都
市
環
境
に
な
じ
ま
な
い
た
め
か
、
い

つ
の
ま
に
か
、
移
動
さ
れ
て
位
置
が
変
っ
た
り
、
用
材
化
さ
れ
て
姿
を
消
し
て
い
る
も
の

が
多
い
の
が
実
情
で
す
。

過
去
、
何
十
年
、
何
百
年
以
上
に
も
わ
た
っ
て
、
我
々
の
生
活
と
共
に
生
き
て
き
た

石
造
物
ー
を
文
化
遺
産
と
し
て
改
め
て
見
直
し
て
頂
け
れ
ば
と
の
患
い
で
、
こ
の
た

び
郷
土
史
家
山
口
博
先
生
の
ご
協
力
を
得
て
、
こ
の
報
告
書
を
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。

既
刊
の
「
は
る
か
な
る
日
々
」
四
候
畷
の
史
跡
@
文
化
財
!
と
併
せ
て
ご
覧
頂
け
れ

ば
何
よ
り
も
幸
い
で
す
。
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石造物所在案内図

文

A
新公楠

E

・E

・

外
環
状
線

• 飯盛山

番号 名 称、 本ベー文ン 番号 名 称、 本Jて』ー文〉〆

河内街道の道標(砂・北端) 4 14 西征招魂碑(大字中野) 30 

2 河内街道の道標(砂・妙法寺) 6 15 六字名号碑(中野本町・正法寺内) 32 

3 岡部川右岸の道標 8 16 役行者像(中野本町・正法寺内) 34 

4 自然石道標(蔀屋本町) 10 17 本市最古の墓石と田原地区墓塔 36 

5 高野街道の道標(岡山四丁目) 12 18 宝陸印塔(上田原・正伝寺内) 38 

6 市立市民総合センター前の道標 14 19 常夜燈(蔀屋本町) 40 

7 光背型地蔵道標(逢阪) 16 20-1 市内の十三仏(弥勅寺内) 42 

8 j青滝街道の石塔型道標(下回原) 18 20-2 " (南野) 45 

9 i青滝街道の国境碑(下回原) 20 20-3 " (中野・南野共同墓地) 46 

10 府県境界碑(上田原) 22 20-4 " " 47 

11 古堤街道の道標(上田原) 24 20-5 " (正法寺内) 48 

12 川崎集会所前の道標 26 20-6 " (住吉神社境内) 49 

13 雁塔(大字中野) 28 20-7 ノ7 (照涌墓地内) 50 
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